
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
い
っ
て
き
ま
す

妻
と
ペ
ッ
ト
は

美
容
院
）
（
こ
づ
か
い
を

せ
が
む
夫
に

商
品
券) 

（
ひ
さ
び
さ
の

愛
妻
弁
当

オ
カ
ズ
な
し
）
（
お
ー
い
風
呂

は
い
っ
た
わ
よ
と

古
女
房
）

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
わ
る

課
題
等
も
報
告
さ
れ
た
。

官
公
部
門
は
、
５
産
別

２
支
部
９
労
組

24
名
が

参
加
し
、
連
合
新
潟
牧
野

事
務
局
長
が
加
わ
っ
て
、

横
澤
副
議
長
を
座
長
に
進

行
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
、

人
員
削
減
が
進
ん
で
お

り
、
非
正
規
、
臨
時
が
多

く
な
っ
て
、
あ
る
職
場
に

お
い
て
は
正
職
員
数
よ
り

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ

の
こ
と
な
ど
に
よ
る
長
時

間
労
働
や
メ
ン
タ
ル
問
題

が
報
告
さ
れ

た
。部

門
連
絡

会

後

は
、
会

場
を
移
し
て

合
同
交
流
会

が

持

た

れ

た
。
交

流

会

に
あ
た
り
矢

島
議
長
は｢

企

業
は
業
績
が

悪
い
か
ら
雇

用
に
手
を
付

け
、
賃

金

も

抑
え
よ
う
と

い

う

考

え

(1)第742号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2012年3月1日

両
部
門
連
絡
会
は
、
各

部
門
毎
に
分
か
れ
、

18

時
30
分
に
始
ま
っ
た
。

民
間
部
門
連
絡
会
に

は
、

11
産
別
２
支
部
23

労
組

39
名
が
参
加
し
、

事
前
調
査
表
を
も
と
に
羽

賀
副
議
長
が
座
長
と
な
っ

て
進
行
し
た
。
連
合
新
潟

榎
本
副
事
務
局
長
も
参
加

し
た
。

各
労
組
か
ら
は
、
春
闘

要
求
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心

に
説
明
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
春
闘
以
外
に
厚
生
年

金
２
０
１
３
年
問
題
や
メ

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

地
協
委
員
会
後
に
は
、

第
３
回
幹
事
会
兼
第
１
回

支
部
代
表
者
会
議
が
行
わ

れ
、
中
間
決
算
関
係
、
連

合
新
潟
春
闘
激
励
訪
問
関

係
、
メ
ー
デ
ー
花
の
種
関

係
等
を
確
認
し
た
。

連
合
新
潟
第
４
回
執
行

委
員
会(

12
春
季
生
活
闘

争
第
１
回
闘
争
委
員
会)

が
２
月
22
日(

水)

13
時

30
分
か
ら
行
わ
れ
た
。

齋
藤
会
長
か
ら
は
、
新

発
田
タ
ク
シ
ー
労
組
の

件
、
連
合
政
策
制
度
な
ど

に
つ
い
て
挨
拶
が
あ
っ

た
。
事
務
局
報
告
を
確

認
。
協
議
事
項
で
は
、

12
連
合
新
潟
春
季
生
活

闘
争
関
係

、
佐
渡
・
村

上
市
の｢

自
治
体
選
挙
候

補
者
推
薦｣

、｢

連
合
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
総
点
検
・
見

直
し
Ｐ
Ｔ
へ
の
対
応
に
つ

い
て
」
等
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
確
認
事
項
で
は

｢

組
織
・
強
化
拡
大
の
取

り
組
み
」
、｢

連
合
新
潟

第
３
次
男
女
平
等
等
参
画

推
進
計
画
に
向
け
た
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
宣
言
に
つ
い

て
」
等
を
確
認
し
た
。

特
措
法
の
趣
旨
を
理
解
し

よ
う
と
せ
ず
に
不
当
な
結

論
を
出
し
た
こ
と
が
理
解

で
き
た
。

報
告
事
項
の
承
認
後

は
、
審
議
予
定
事
項
と
し

て
直
面
す
る
春
季
生
活
闘

争
関
係
等
を
決
定
し
た
。

挨
拶
。
両
部
門
報
告
後
、

意
見
交
換
、
矢
島
議
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
闘
う

決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

認
を
得
た
。
ま
た
、
新
潟

交
通
圏
ハ
イ
タ
ク
問
題
に

つ
い
て
、
伊
丹
幹
事(

交

通
労
連)

か
ら
公
正
取
引

委
員
会
が
出
し
た
問
題
や

09
年
の
特
定
地
域
に
お

け
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動

車
運
送
事
業
の
適
正
化
及

び
活
性
化
に
関
す
る
特
別

措
置
法(

以
下
タ
ク
シ
ー

特
措
法)

と
の
か
か
わ

り
、
見
解
を
短
時
間
で
説

明
を
受
け
た
。
タ
ク
シ
ー

県
経
営
者
協
会
に
要
請
を

行
っ
た
が
議
論
は
終
始
平

行
線
だ
。
失
わ
れ
た

10

年
を
取
り
戻
そ
う
」
等
と

「
す
べ
て
の
働
く
仲
間
の

処
遇
改
善
」
に
向
け
労
働

条
件
の
復
元
・
格
差
是
正

を
求
め
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
た
。

続
い
て
開
か
れ
た
地
協

委
員
会
で
は
、
矢
島
議
長

か
ら｢

春
季
生
活
闘
争
は

地
域
へ
の
波
及
も
連
合
の

使
命
だ
。
粘
り
強
い
交
渉

を
展
開
し
て
ほ
し
い
」
と

挨
拶
を
述
べ
定
期
総
会
以

降
の
諸
事
業
を
報
告
し
承

だ
。
こ
の
間
、
業
績
が
良

く
て
も
労
働
条
件
を
上
げ

て
き
て
い
な
い
。
内
需
拡

大
を
し
な
い
と
デ
フ
レ
は

抜
け
出
せ
な
い
。
官
民
上

げ
て
闘
お
う
」
等
と
挨
拶

を
述
べ
た
。
牧
野
事
務
局

長
か
ら
は｢

22
日
に
闘
争

委
員
会
を
行
い
、
今
日
、

連
合
中
越
第

65
回
地

協
委
員
会
が
、
２
月

16

日(

木)

に
開
か
れ
た
。

地
協
委
員
会
前
の

18

時
か
ら
は
、
連
合
新
潟
榎

本
副
事
務
局
長
が
第

49

回
地
方
委
員
会
で
決
定
し

た｢

連
合
新
潟
２
０
１
２

春
季
生
活
闘
争
方
針｣

に

つ
い
て
提
起
を
受
け
た
。

榎
本
副
事
務
局
長
か
ら
は

方
針
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心

に
説
明
が
あ
っ
た
。
特
に
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連
合
中
越
は
、
12
春
季
生
活
闘
争
勝
利
に
向
け

て
、
２
月

23
日(

木)

18
時

30
分
か
ら
民
間
部

門
、
官
公
部
門
の
連
絡
会
を
会
館
青
善
で
開
催
し

た
。
部
門
連
絡
会
に
は
、
連
合
新
潟
牧
野
事
務
局

長
と
榎
本
副
事
務
局
長
が
同
席
し
、
各
単
組
の
春

闘
要
求
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

  

2012春季生活闘争を前に要求や課題などの情報交換を行う

２
月
も
終
わ
っ
て
季
節
は
い

よ
い
よ
春
に
向
か
う
。
今
年
は

大
雪
と
な
り
、
雪
下
ろ
し
の
事

故
な
ど
が
相
次
い
だ
。
た
し
か

に
降
り
す
ぎ
る
と
迷
惑
な
雪
な

の
だ
が
、
個
人
的
に
は
結
構
雪

が
好
き
な
よ
う
な
気
が
す
る
。

私
自
身
も
雪
下
ろ
し
は
疲
れ
る

し
半
分
命
が
け
、
ま
た
通
勤
時

間
が
読
め
な
い
雪
道
に
は
困
っ

た
り
も
す
る
。
そ
れ
で
も
私
は

雪
が
好
き
の
よ
う
で
あ
る
▼

そ
れ
は
き
っ
と
子
供
の
頃
の
カ

マ
ク
ラ
、
雪
合
戦
、
ス
キ
ー
、

シ
ミ
ワ
タ
リ
な
ど
な
ど
、
霜
焼

け
に
も
負
け
ず
雪
と
戯
れ
た
楽

し
い
思
い
出
の
せ
い
か
も
し
れ

な
い
。
大
人
に
な
っ
て
も
ス

キ
ー
や
、
夏
山
の
残
雪
で
の

ビ
ー
ル
冷
蔵
な
ど
で
雪
の
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
。
雪
は
友
達

で
あ
り
、
雪
が
降
ら
な
い
と
逆

に
寂
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
▼

登
山
で
、
初
夏
に
谷
川
岳
な
ど

の
県
境
の
山
に
登
る
と
よ
く
わ

か
る
の
だ
が
、
新
潟
の
山
々
は

残
雪
が
残
り
綺
麗
な
の
だ
が
、

反
対
側
に
見
え
る
上
州
の
山
々

は
黒
い
だ
け
で
殺
風
景
な
の
で

あ
る
。
新
潟
の
山
の
ブ
ナ
も
綺

麗
で
あ
る
。
こ
れ
は
冬
の
豪
雪

に
よ
る
豊
富
な
雪
解
け
水
の
お

か
げ
な
の
で
あ
る
▼
寒
い
と

言
っ
て
家
に
閉
じ
籠
っ
て
ば
か

り
い
る
と
、
雪
国
の
冬
の
素
晴

ら
し
さ
を
見
逃
し
て
し
ま
う
。

晴
れ
た
日
の
守
門
岳
や
粟
が
岳

の
方
が
、
東
京
の
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
よ
り
も
は
る
か
に
綺
麗
で

凛
々
し
い
と
思
う
。
何
事
も
そ

う
な
の
だ
が
、
見
る
方
向
、
考

え
方
を
変
え
て
、
自
分
の
心
の

目
を
開
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ

と
思
う
。
寒
い
と
言
っ
て
も
、

雪
国
の
春
は
も
う
そ
こ
ま
で
来

て
い
る
。

副議長

金内孝永≪№70≫

   東蔵王２

連
合
中
越
地
協
第
65
回
地
協
委
員
会

  

連
合
新
潟｢
12’
春
季
生
活
闘
争
方
針｣

提
起
と
当
面
の
課
題
を
確
認

委
員
会
終
了
後
に
は
第
３
回
幹
事
会
兼
支
部
代
表
者
会
議
を
開
催

連
合
新
潟

第
４
回
執
行
委
員
会
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
会
議
に
も 

つ
け
て
や
り
た
い 

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
）
（
叱
っ
た
ら 

｢

気
に
し
て
ま
せ
ん｣

と 

い
た
わ
ら
れ
）
（
ミ
ケ
の
鈴 

鳴
ら
せ
ば
玄
関 

あ
く
は
ず
だ)

セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
50
名
の

参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。

講
師
に
は
連

合
新
潟
小
島
副

事
務
局
長
を
招

き
、
労
働
組
合

の
基
礎
や
用
語

の

説

明

が

あ

り
、
そ
の
後
実

際
に
連
合
新
潟

に
寄
せ
ら
れ
た

労
働
相
談
事
例

を
参
考
に
、
働

き
方
に
つ
い
て

考
え
る
場
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
に
参
加
者
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
と
取
っ
た
結
果
、
「
事

例
を
交
え
て
の
説
明
だ
っ

た
の
で
と
て
も
わ
か
り
や

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

会(

連
合
中
越
青
年
・
女

性
委
員
会)

主
催
の
「
労

働
組
合
っ
て
な
ぁ
に
？ 

連
合
っ
て
な
ぁ
に
？

労

働
相
談
か
ら
働
き
方
を
考

え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ユ
ニ
オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

２
月

20
日
（
月
）

18

時

30

分
よ
り
、
ま
ち
な

か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡
に
お

い
て
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員

す
か
っ
た
」
「
毎
年
繰
り

返
し
行
っ
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
今
後
ど
の
よ
う
な
交
流

会
に
参
加
し
た
い
で
す

か
」
と
の
問
い
に
も
数
多

く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、

今
後
の
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員

会
活
動
の
参
考
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

(

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
須
貝
委
員
長)

連合十日町支部だより

大林宣彦監督作品「この空の花」

スクリーン＆トークスペシャル
２０１２年４月７日(土)新潟・長岡先行ロードショーされる映画

「この空の花」ですが、新潟県生活協同組合連合会の主催により、

特別な上映会として３月２５日(日)に長岡市リリックホールで上映

と舞台挨拶(監督＋俳優1～2名)が行われます。

連合中越ではチケットを数量限定で斡旋しております。

ぜひ、プレミア感の溢れる企画を楽しんでください。

◆開催日時 平成２４年３月２５日(日)

          長岡市リリックホール
      同日２回開催 ①１０時～、②１５時～

◆入場料 特別プレミアチケット 前売２,２００円(当日５００円増)【税込】

    ※小学生以上(座席使用者は全て)有料、全席同一料金・自由席

◆地協斡旋価格 １,５００円【税込】 ＊＊各回２５枚限定＊＊

          ※上記金額は中越地協経由でご注文の場合に限ります

◆実施体制

・主催／新潟県生活協同組合連合会

・後援／2012国際協働組合年新潟県実行委員会・「長岡映画」製作委員会

・運営／(株)ＴＭエンタテイメント

◆ 内 容 ◆

  ＊ステージ１（プロローグ２０分）

  ・生演奏と舞台挨拶 （大林監督＋ゲスト俳優1～2名）
                      ※ゲストは現在未定

  ＊ステージ２

  ・映画「この空の花」上映会 （映画２時間40分）
         
           ※運営上ステージ１と２は入れ替わる場合があります

【お申込み方法】下記に必要事項を記入の上、連合中越地協

ＦＡＸ(０２５８－２４－８９３０)へお申込み下さい。

支払いについては、「地協事務局にてチケットと引き換え」

もしくは「振込み(口座は別途連絡」の２種類です。いずれか

をお選びください。

お問合せ：連合中越（℡0258－24－0515 Fax0258-24-8930）

ご住所 〒

ご氏名

ご連絡先

希望チケット 午前(10：00～)     枚  ・  午後(15：00～)   枚

支払い方法  事務局にて ・ 振込み    (いずれかを選択 )

①「事務局にて」を選択の方は、来局日を地協(℡0258-24-
  0515)へご連絡の上、金額をご持参ください。チケット

  と引き換えになります

②「振込み」を選択の方は、振込み口座を別途ご連絡いた

  します。お振込みを確認後、チケットを郵送いたしま

  す。また振込み手数料はご負担ください

２月３日（金）、第４回連合中越地域協議会十日町

支部青年女性委員会総会が行われました。

総会では、１年間の活動報告と今後の青年女性委員

会のあり方について話し合われました。

今後のあり方については、支部単独活動の縮小に関

連し青年女性委員会としての事業実施も困難なことか

ら解散することが提案され承認されました。今後は支

部事業の内容を

検討し直すとと

もに、青年女性

の皆さんから積

極的に参加して

いただくよう各

産別に働きかけ

ていくことにな

ります。

ＳＪネットユニオンパワーアップセミナー

｢働き方｣を考える
労働相談事例参考に50名が学習会参加


